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日本天文学会2023年秋季年会プログラム
期　日　　2023 年 9月 20 日（水）～  9 月 22 日（金）
場　所　   名古屋大学東山キャンパス
電　話　　090 - 4387 - 6893 ( 学会事務局 ）   ＜使用期間  2023 年 9月 19 日（火）～  9 月 22 日（金）＞
E-Mail　　nenkai-committee@asj.or.jp ( 年会実行委員会 ）
月 日 会場 　9　　　　10　　　　11　　　　12　　　　13　　　　14　　　　15　　　　16　　　　17　　　　18　　　　19
9月19日
（火） 記者会見 理事会

9月20日
（水）

A

受付
9:30
|

10:00

P3. 惑星系

昼　休　み
12:10 -13:30

P3. 惑星系 /P1. 星形成

ポスター

16:00
|

17:00

天文教育
フォーラム
17:00
|

18:30

B U. 宇宙論 U. 宇宙論
C Z1. マルチメッセンジャー Z1. マルチメッセンジャー
D Q. 星間現象 Q. 星間現象
E Y. 教育・広報・他 Z4. 汎恒星惑星
F X. 銀河形成・進化 X. 銀河形成・進化
G R. 銀河 R. 銀河
H V2. 観測機器(光赤・重) V2. 観測機器(光赤・重)
I T. 銀河団 V3. 観測機器(X線・γ線)
J M. 太陽 M. 太陽

9月21日
（木）

A

受付
9:30
|

10:00

P1. 星形成

昼　休　み
12:10 -13:30

(代議員総会)

P1. 星形成

ポスター

16:00
|

17:00

会員全体
集会
17:00
|

18:00

受賞記念
講演
18:00
|

19:00

B W. コンパクト天体 W. コンパクト天体
C Z1. マルチメッセンジャー V1. 観測機器 (電波)
D Q. 星間現象 Q. 星間現象
E Z4. 汎恒星惑星 Z4. 汎恒星惑星
F X. 銀河形成・進化 X. 銀河形成・進化
G S. 活動銀河核 S. 活動銀河核
H V2. 観測機器(光赤・重) V2. 観測機器(光赤・重)
I V3. 観測機器(X線・γ線) V3. 観測機器(X線・γ線)
J N. 恒星・恒星進化 N. 恒星・恒星進化

9月22日
（金）

A

受付
9:30
|

10:00

P2. 原始惑星系円盤

昼　休　み
12:10 -13:30

P2. 原始惑星系円盤
B W. コンパクト天体 W. コンパクト天体
C V1. 観測機器 (電波) V1. 観測機器 (電波)
D Z3. 編隊飛行 Z3. 編隊飛行
E Z2. 低周波天文学 Z2. 低周波天文学
F X. 銀河形成・進化
G S. 活動銀河核 S. 活動銀河核
H V2. 観測機器(光赤・重)
I V3. 観測機器(X線・γ線)
J N. 恒星・恒星進化 N. 恒星・恒星進化
　9　　　　10　　　　11　　　　12　　　　13　　　　14　　　　15　　　　 16　　　　17　　　　18　　　　19

【セッション時間】（午前）10:00 ～ 12:10　（午後）13:30 ～ 15:40

I 会場 　： 野依記念学術交流館  1F （情報ラウンジ）
J 会場 　： 多元数理科学棟  1F （109 講義室）
K 会場 　： 豊田講堂ホール

※定員が超過した場合は、近くの予備室をご利用ください

受　　　付  ： 豊田講堂 1F ロビー 1
展示コーナー ： 豊田講堂 1F ロビー 2
ポ ス タ ー  ： 豊田講堂 1Fシンポジオン周辺 /オンライン公開

Ａ会場　： ES 総合館 2F（ES021 講義室）
Ｂ会場　： ES 総合館 2F（ES022 講義室）
Ｃ会場　： ES 総合館 2F（ES024 講義室）
Ｄ会場　： ES 総合館 2F（ES025 講義室）
Ｅ会場　： ES 総合館 3F（ES034 講義室）
Ｆ会場　： 理学南館 1F（坂田・平田ホール）
Ｇ会場　： 理学南館 1F（ネオレックスプレイスセミナー室）
Ｈ会場　： 野依記念学術交流館 2F（カンファレンスホール）
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　 　◎講演数
 講　　演　　数  ： 合計　661
 （口頭講演（a）： 515、　ポスター講演（b）： 126、　ポスター講演（c）： 20）

◎参加申込について（参加希望者は、必ず事前に参加申込をしてください）
 2016 年秋季年会より、通常セッションにおける講演は会員に限られております。

　○参加費用
会　員 非 会 員

参 加 費
正会員学生:2,000 円 (不課税）
正会員一般:5,000 円 (不課税）
準 会 員:5,000 円 (不課税）

5,000 円 (消費税込み）

講演登録費 2,000 円 (不課税） (1講演につき） 5,000 円 (消費税込み・企画セッション）
但し事前支払がない場合は、会員 3,000 円 / 非会員 6,000 円

年会予稿集 2,000 円 (消費税込み）※購入希望者のみ

　○参加申込受付場所：学会ホームページ（https://www.asj.or.jp/）
　○参加申込受付期間： 2023 年 8月 1日正午 ～ 8 月 31 日正午
   　※直前参加申込受付期間 : 9/11 正午～ 9/22 正午（会員限定、オンライン参加のみ）
   　※講演者の方も講演登録費支払期間に参加申込・参加費支払が必要です
  　※原則として講演登録費・参加費の返金はいたしません

◎講演に関する注意
１． 口頭発表は 10会場で並行して行います。口頭講演（添字 a）は、口頭発表 9分、質疑応答 3分です。

ポスター講演（添字 b）は、口頭発表 3分、3講演で 12分を割り当て、座長の判断で質疑応答を行います。

　　※時間厳守：講演制限時間を超過した場合は、直ちに降壇していただきますので、
　　　講演者の皆様は制限時間を厳守できるよう特に万全の準備をお願いします。

２． ポスター（添字 b、c）はポスター会場での掲示およびオンライン上で公開いたします。オンライン公開用に
ポスターファイルの提出をお願いいたします。各ポスター講演に Slack チャンネルをご用意しますので、質
疑応答にご活用ください。（添字 aの講演者にも Slack チャンネルはご用意いたします）

３． 口頭講演者（添字 a、b、r）は、原則として現地会場で発表していただきます。
セッション開始 5分前から座長が講演方法の説明をいたします。講演者はご参加ください。
また、口頭講演は原則としてご自身の PCを用いて Zoomに接続し、講演いただきます。万一のトラブルに
備えて、PDF形式の講演ファイルもご用意ください。

　　新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、発表方法が変更になる場合がございます。
　　最新の情報はホームページで必ずご確認ください。

４． オンライン聴講者は、セッション開始時刻の５分前からアクセスいただけます。
また入室の際には、下記の命名規則に従って「参加者名」を設定してください。

参加種別 「参加者名」の命名規則 例
視聴者 「氏名」＋「（所属）」 天文花子 ( 天文大学 )

５． 講演の実施方法の詳細は、学会ホームページに掲載いたします。事前に講演方法についてよく確認いただい
た上で準備を進めていただくようお願いいたします。オンラインで参加される方は、Zoomの操作手順に関
する理解を深めていただくようお願いいたします。

６． 受信画像や発表資料の保存（キャプチャを含む）、録音や配布は固くお断りします。



4

◎会合一覧表

月　日 時　間 会　場 会　合　名 参加可否※

9月19日（火） 16:30 ～ 17:30 オンライン 理事会 D

9月20日（水）
|　

9月22日（金）
12:20 ～ 13:20 E 会場 Star Formation Boardgame Project:

天文学普及ボードゲームのテストプレイ A

9月20日（水） 12:20 ～ 13:20 C 会場 女性天文研究者の会 A

9月20日（水） 12:20 ～ 13:20 J 会場 太陽研究者連絡会 報告会 C

9月21日（木） 12:20 ～ 13:20 現地会場：関係者に別途連絡
/オンライン 代議員総会 D

9月22日（金） 12:20 ～ 13:20 B 会場 理論天文学宇宙物理学懇談会 報告会 C

9月22日（金） 12:20 ～ 13:20 D 会場 高エネルギー宇宙物理連絡会 報告会 C

※年会参加者の参加可否の説明（オープン化の程度）
　A: 年会参加者なら誰でも大歓迎で是非来てほしい
　B: 年会参加者で興味を持った人には広く門戸を開いている
　C: 関係グループ向けの会合だが年会参加者なら特に拒みはしない
　D: 関係者のみにクローズした会合で非公開である

◎会期中の行事

月　日 時　間 会　場 行　事　名

9月18日（月・祝） 13:00 ～ 16:00 名古屋市科学館 /オンライン 公開講演会

9月19日（火） 13:00 ～ 14:30 オンライン 記者会見

9月20日（水） 17:00 ～ 18:30 K 会場 /オンライン 天文教育フォーラム

9月21日（木） 17:00 ～ 18:00 K 会場 /オンライン 会員全体集会

9月21日（木） 18:00 ～ 19:00 K 会場 /オンライン 受賞記念講演（欧文研究報告論文賞）
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正会員展示

◎「アルマーの冒険」で電波天文学の原理と歴史を自作しよう！
　日 時 ：年会開催期間内
　場 所 ：豊田講堂　１Fロビー 2
　概 要 ： 　電波天文広報まんが「アルマーの冒険」は、電波天文学の世界を紹介するアウトリーチコンテンツです。

国立天文台の広報機関誌『国立天文台ニュース』誌上で 2011 年から掲載を開始し、2023 年現在も継
続中の連載記事です（これまでに 11話分を掲載）。親しみやすいストーリーまんがを下敷きに、自作ア
ンテナによるさまざまな天体の電波を実地に観測して（これまでのターゲットは太陽、流星、木星など）、
電波天文学の原理を学びその歴史を追体験する構成で、国立天文台のみならず、全国の研究教育機関に
よる最新の研究成果も逐次紹介しています。当展示では、これまでの記事制作の経緯を振り返りながら、
電波天文分野のアウトリーチ手法の試行錯誤とその成果を総括し、今後も継続予定の企画内容の検討と
より体系的な電波天文学（＋光天文学との多波長観測実験の切り口も含めて）の広報普及活動の可能性
について考えます。ぜひブースにお立ち寄りください。

　世 話 人：高田裕行（国立天文台）
山岡均（国立天文台）
唐崎健嗣（合同会社プラネタリウムワークス）

◎天文教育フォーラム：「プラネタリウムと天文学の共進化 -プラネタリウムの 100年と今後 -」
　日 時 ：2023 年 9月 20 日（水）17：00 ～ 18：30
　場 所 ：K会場 (豊田講堂ホール)/オンライン( 要申込。天文教育フォーラムのみ参加の場合、参加費は無料です)
　概 要 ： 　2023 年は、近代的な光学式プラネタリウムが登場して 100 年目にあたります。この間、日本ではプ

ラネタリウムは広く社会に浸透し、天文学や星空と人々を繋ぐ大事な場のひとつとなりました。日本の
各地に根付くプラネタリウムは、それぞれの地域における星空の文化をつむぐ担い手であり、天文学コ
ミュニティにとっても社会との幅広い対話を進めていく上で欠かすことのできないパートナーです。そ
のようなプラネタリウムと日頃から関わりを持っている人は必ずしも多くないでしょう。今回の天文教
育フォーラムでは、日本のプラネタリウムの最新の状況や具体的な連携事例を知った上で、どのような
未来を共に目指すことができるのか、皆で議論したいと思います。

　話題提供：(1) 毛利勝廣氏（名古屋市科学館）
(2) 高梨直紘氏（天プラ /東京大学 EMP）

パネルディスカッション：話題提供者に加え、宮野彩氏（富山市科学館）他が登壇

　実行委員 ： 高梨直紘、玉澤春史、千桝翔、松本佳也、矢治健太郎、大朝由美子、鴈野重之
　主 催 ： 公益社団法人 日本天文学会 /一般社団法人 日本天文教育普及研究会
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◎日本天文学会公開講演会
　日 時 ：2023 年 9月 18 日（月・祝）13：00 ～ 16：00（開場 12:30）
　形 式 ： 対面とオンラインを併用したハイブリッド形式
　場 所 ： 【対面】名古屋市科学館　生命館地下 2階 サイエンスホール

住所：名古屋市中区栄二丁目 17番 1号
【オンライン】名古屋市科学館公式YouTube チャンネルからのライブ配信

　対 象 ：中学生以上・一般向け
　テ ー マ ：「名古屋が支える宇宙望遠鏡プロジェクト 」

　名古屋を含む中部地域はモノづくりが盛んな地域であり、中でも航空宇宙産業に関連する多くの企
業が集中する航空宇宙産業の中心地となっています。
　本講演会では特に宇宙を観測する衛星に注目し、名古屋大学が関わる 3つの天文衛星、X線天文衛
星XRISM、次期太陽観測衛星 SOLAR-C、宇宙重力波望遠鏡DECIGOをとりあげ、宇宙開発が切り開
く最前線の研究を紹介します。

　講師・タイトル：下記をご参照ください。
　参 加 費 ：無料 ( 当日は常設展示室を自由に観覧できます )
　定 員 ：【対面】200 名（事前申込制）

【オンライン】 申込不要です。ライブ配信を自由に視聴していただけます。

＜講演内容の紹介＞
　講演 1：「XRISM衛星で宇宙に吹き渡る風を見よう！」
　　　講師：中澤 知洋（名古屋大学 素粒子宇宙起源研究所 /大学院理学研究科 准教授）

　今年日本から打ち上げ予定の宇宙X線観測衛星XRISM( クリズム ) は、これまでより 30倍も精密な
分光ができます。ドップラー効果を用いて、「ブラックホール」から吹き出す光速の３割すなわち秒速
10万 kmの風、宇宙最大の天体「銀河団」の中を吹き荒れる秒速 500 km 以上の乱流など、激しく灼
熱な宇宙の現象の中で「吹き荒れる嵐」の強さを初めて詳しく測定し、ダイナミックな宇宙を探ります。

　講演 2：「最も身近な恒星「太陽」の不思議と SOLAR-C ミッション」
　　　講師：今田 晋亮（東京大学 大学院理学系研究科 教授）

　最も身近な恒星である太陽にも、まだまだ未解明の謎がたくさんあります。SOLAR-C は高空間分解
能（太陽表面で 300km）、高時間分解能（1秒程度）、広い温度範囲 (1 万度から数千万度 ) で観測する
極端紫外・紫外域の分光撮像観測装置で、日本が中心となって推進する 2020 年代に最優先で実現を目
指した日本主導の国際協力ミッションです。SOLAR-C を用いて、どのようにして太陽の謎を解明しよ
うとしているかご紹介します。

　講演 3：「重力波で宇宙の産声を聞こう！」
　　　講師：川村 静児（名古屋大学 大学院理学研究科 教授）

　重力波の音が初めて聞こえて以来、ブラックホールや中性子星の連星合体からやってくる、いろいろ
な重力波のメロディーが聞こえてきました。将来的には、宇宙重力波望遠鏡DECIGOにより、宇宙の
産声を聞き、宇宙誕生の謎に迫ることも期待されています。本講演ではこれまでに聞こえた重力波のメ
ロディーをお聞かせし、また、DECIGOのためのモノづくりについても解説します。

　主　　催 ： 公益社団法人 日本天文学会、名古屋市科学館
　共　　催 ： 名古屋大学

※参加申込方法、及び最新のプログラムにつきましては学会ホームページ (https://www.asj.or.jp/ )をご覧ください。
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民　家

民　　家

家族棟家族棟家族棟家族棟家族棟家族棟家族棟家族棟家族棟家族棟
管理棟管理棟管理棟

車庫車庫車庫車庫車庫

四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通四ツ谷通

中央図書館

ﾊﾊｳｳｽ

南部食堂堂堂堂
南部
厚厚厚厚生会会会会会会館館

ｱｱﾒﾆﾃｨﾊｳｽ 国国国際棟
アジア法交流館

教育学部本館 国国際開発校舎舎舎

法･経本館 共用館

法法法法法法法法学学部部部校校校

ジジジジジェンンンンンダダダダダダダーー
・リサ
・ラララ

文文系総合館館

文学部本館

動動動物物飼飼育育
福福利利施施施施施設設設設設設･心理実験験験験室

工学部２号館

ＩＢ電子情報館

工学部１号館

ＶＶ.Ｂ.Ｌ棟棟

実実実験棟棟
機械械械学科科

赤赤赤﨑﨑﨑記記記念研究館館館

オオークママ
工作機機械工学館館館館館

棟

棟
北北北北北北北北北北北北北部厚生会会館館館館館

実実験験実実習習工工場場

学生会館

施設
ｭﾍﾍﾞ゙ｰｼｼｮﾝﾝﾝ

市　道市　道市　道

サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟サークル棟
第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化第１文化

給水施設棟給水施設棟給水施設棟給水施設棟給水施設棟給水施設棟給水施設棟

ガガガガガガガラス温温温温室室室室
先先先端端端技術
共同同研究施設 工工学学実験棟棟棟

環環環環境境境境土木木

南棟

北棟

工学部９号号号号号館

超高高圧圧圧圧
電電子子
顕顕顕顕微微微微微鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡
施施設設設

工工工工工工工工工工学学学部部部部部８８８８８８号号号号号館館館館館館館
装置置置室室室室
発発発生生生生生
高高高高温温温温温温
超超超高高高圧圧圧

ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

ＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴＦＯＲＥＳＴ
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン
グリーンサロン東山

本本本部部５５号号号号号館館 利利利用用施施施設設設設設
第第第１１共共同同同

減減減災館館 工学部５号館

学生支援棟学生支援棟学生支援棟学生支援棟学生支援棟

出入口
地下鉄2番

地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番

地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番

ﾅｼｮﾅﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ

古川記念館 広広広報報ﾌﾟﾗﾗｻｻﾞ

本本本部部４号号号館館 本部３号館館

本本本本本本部部部部２号号号館館館

本本本本部１号号館
別別別館館館

・名大ｼﾝﾎﾟｼﾞｵﾝ
豊田講堂

コート
テニス

車車庫庫庫庫

総総総総合合合案内内所

貯水池
ｱｲｿﾄｰﾌﾟ
総合ｾﾝﾀｰー

RI実実実験験験験験験験棟棟棟棟棟
総合ｾﾝﾀｰー
ｱｱｲｲｿﾄﾄｰﾌﾟ゚

研究ｾﾝﾀｰ

農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟農学部講義棟

農学部管理棟農学部管理棟農学部管理棟農学部管理棟農学部管理棟

農学部Ａ館(東)
農学部Ａ館(東)
農学部Ａ館(東)
農学部Ａ館(東)

農学部Ａ館(西)
農学部Ａ館(西)
農学部Ａ館(西)
農学部Ａ館(西)

宿舎棟宿舎棟宿舎棟

宇宙線望遠鏡室

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ東山ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ東山ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ東山ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ東山

ＮＣＣ管理棟

野依記念野依記念野依記念野依記念
学術交流館学術交流館学術交流館学術交流館

実験施設実験施設実験室実験室実験室実験室実験室実験室
ﾌｧｲﾄﾄﾛﾝﾌｧｲﾄﾄﾛﾝﾌｧｲﾄﾄﾛﾝﾌｧｲﾄﾄﾛﾝﾌｧｲﾄﾄﾛﾝﾌｧｲﾄﾄﾛﾝ

Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟Ｘ線実験棟

天然天然天然天然天然
環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節環境調節

放射能放射能放射能放射能放射能放射能放射能放射能放射能放射能
測定室測定室測定室測定室測定室測定室

ＥＳ総合館
ＩＴｂＭ

環境総合館

理学学部部ＥＥ･ＦＦ館館 理学南館

理理学部部
Ｇ館

理学館

理学館

理理理理理学学部Ｄ館館館館

理理学学部部部部部部ＣＣＣＣＣＣＣ館館館

理学部Ｂ館

多元元元数数数理科学棟棟
理学部Ａ館

共共共共共用館館館
理理理理理理理理理学部部部部部

情情報報報報報報報報基盤ｾﾝﾀｰ ｾｾﾝﾀｰー
管管理理
保保保保保保保保保保健健健健健健

物物物物物理理理理実実実験験験験験室室室室室室
実験験室室室室室
極極極低低低温温温

超超低低低温温温温温温

物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学物質科学
野依記念野依記念野依記念野依記念
研究館 開開発発利用用用用用用

生生生生生生生生物物物物機能

交通のご案内

名古屋駅 → 名古屋大学
地下鉄 東山線 (藤が丘行き, 15分)「本山駅」乗り換え 

地下鉄 名城線 (右回り, 2分) 「名古屋大学駅」下車, 2番出口すぐ

中部国際空港 → 名古屋大学
名鉄線 (約30分)「金山駅」乗り換え 

名古屋地下鉄 名城線 (左回り, 21分)「名古屋大学駅」下車, 2番出口すぐ

主な交通手段と所要時間

名古屋大学  (東山 )  キャンパスマップ

地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番

部

校校校舎舎舎舎舎舎舎舎

リササササーーーチチチチ
ララ リ
ササ
イブラララララララララリリ

ﾝ

公開講演会の会場は名古屋市科学館 (地下鉄東山線 伏見駅)
です. 名古屋大学ではありません.!

N

・ララララライ

受付

北部食堂・売店

南部食堂・売店

食堂 (フォレスト) レストラン・売店

コンビニ

カフェ

カフェ

豊田講堂

野依記念 
学術交流館

ES総合館
理学南館

多元数理科学棟

レストラン

カフェ

コンビニ

至 本山

至 八事

地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口
地下鉄名城線 出口

出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口
地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番地下鉄1番

出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口
地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番地下鉄2番出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口出入口

食堂フォレスト (200席), 北部食堂 (300席), 南部食堂 (1階
400席, 2階250席) が収容人数の大きい食堂です. i

レストラン

3番

2番出口

1番

近隣の飲食店などの周辺情報は, 随時年会ウェブ
サイトに掲載いたしますのでご利用ください.i

や ご と

※ 飲食店あり
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セッション会場のご案内

ＷＷＣ ＭＷＣ

EV 機械室PS
EPS

多目的ＷＣ

倉庫

大会議室
(180席)

ステージ

倉庫

準備室

前室ホワイエ

EV

U

U

Ｎ

野依学術交流館２階平面図

H 会場

野依記念学術交流館 2階

ｶﾌｪﾗｳﾝｼﾞ

風除室

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

宿泊ｴﾝﾄﾗﾝｽ EV

EPSEV

ｶﾌｪｶｳﾝﾀｰ

PS 多目的ＷＣ EPSDS

回廊

情報閲覧室
図書ｺｰﾅｰ

回廊

事務室

階段室 管理室
DS

ＷＷＣＭＷＣ

U

U

U

U

Ｎ

ｺﾞﾐ置場

情報閲覧室

情報閲覧室

野依学術交流館１階平面図

予備

予備

I 会場

野依記念学術交流館 1階

PS

N

電気室

ＥＶホール

玄関ホールポーチ

U D U

消火
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

(0158)

(0159)

(0106)
教育研究支援室

(0109)
講義室

メール

(0160)

(0155-1)
事務室

(0155-2)
研究科長室

廊下

廊下

PS

ボックス室

EV
EPS

多元数理科学棟１階平面図

ＭＷＣ ＷＷＣ

J 会場

多元数理科学棟 1階

デッキテラス

搬入口

理学会議室
ＭＷＣ

廊下

階段室１ＥＰＳ

坂田・平田ホール(ＳＨホール)階段室２

風除室

ＥＶ

（SS0101）

給湯室

Ｎ

ネオレックスプレイス
セミナー室
（SS0107）

ネオレックスプレイス

倉庫
（SS0105）（SS0106）

（SS0103）

ＨＷＣ

ＷＷＣ

理学南館１階平面図

予備

F 会場

G 会場

理学南館 1階

廊下

(0318)ゴミコーナー キャットウォーク

構造実験室１

構造実験室２

貴重本収蔵庫 教室再現

倉庫

ＥＶ

レクチャーコート

キャットウォーク

キャットウォーク

テラス２

吹抜

吹抜

吹抜 吹抜

吹抜

吹抜

吹抜 吹抜

吹抜

廊下

U

U

U

U

U

U

U

(0202) (0203)

(0215)

(0214)

(0213)

(0212)

(0211)

(0206)

(0207)

PS

EPS

PS

PS

PS

EPS

ラウンジ

廊下

(0201)
ノーベル賞展示室

吹抜

ＷＷＣ

ＭＷＣ

多目的ＷＣ
4

ES021講義室

ES022講義室

ES023講義室

ES024講義室

ES025講義室
(0216)

(0204)

(0205)

126

(02A02)

(02B05)

研究科長室
事務部長室

事務室

倉庫
会議室

小会議室

ＷＷＣ

ＭＷＣ

吹抜

テラス３

レクチャーコート

ＥＶ

ＭＷＣ

吹抜

テラス３

U

U

U

U

U

(0301) (0302) (0303)

(0305)(0304)

(0307)

(0306)
(0308)

(0309)
(0311B)

(0317)

ＷＷＣ

PS

PS

EPS

PS

EPS

PS

71149

(0311A)
給湯室

中庭

廊下

(0310)

渡り廊下

(0316B)
(0316A)
休憩･ﾛｯｶｰ室１

休憩･ﾛｯｶｰ室２

事務室

廊下

廊下

(0319)
ラウンジ

ES034講義室

ES031講義室 ES032講義室 ES033講義室

ES035講義室

(0312)
前室

Ｎ

ＥＳ総合館２階平面図 ＥＳ総合館３階平面図

ｺﾞﾐｺｰﾅｰ

A 会場

B 会場

C 会場

D 会場

E 会場予備

予備

ES総合館 2階 ES総合館 3階
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(0115)

倉庫(3)

Ｎ

会 議 室

倉庫(2)
前室

PS
倉庫(1)

FWC

ホワイエ

ロビー2

ロビー1 D階段

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

MWC

(ﾗｲﾄｺｰﾄ)

(北側広場)

(K階段)

ﾚﾀｰﾝ

(空調機置場)

エントランスホール

ステージ

AC機械室
AV操作室

(0108)

(0106)

ｽﾍﾟｰｽ）
(設備

ﾁｬﾝﾊﾞｰ アトリウム

ピロティ（北）

ピロティ（南）

風除
室１

テラス

(正面階段)

(北階段)

出待
スペース2

出待
スペース1

H階段

階段

廊下

WWC

風除

(0107)

(0108)

(0110)

(0113)

(0112)
ｸﾛｰｸ

(0111)
ﾊﾟﾝﾄﾘｰ

(0109)616席
(0114)
ホール

収納室１

収納室２

下手
袖舞台

(0116)
上手
袖舞台

(0118)

(0117)

C階段

室２
H'階段

(0104-2)

(0104-1)
(0103)

(0102)

(0101)

(0107)

シンポジオン

H'階段

H階段

(0105)

事務室

ES

ES

PS

PS 

UWC

MWCEV機械室 EV

HWC WWC

EV
PS

豊田講堂・シンポジオン１階平面図

地下鉄駅より

各会場へ

受付

展示ブース

K 会場

豊田講堂 1階

ポスター 会場

セッション会場のご案内

　◎ 必ず 1階ロビーにてQRコードによる受付後、参加証を受け取ってください。

　◎ セッション会場が混雑している場合は、予備室をご利用ください。

　◎ 構内での飲食は決められた場所でお願いいたします。


